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資
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参
考
文
献
：『
い
に
し
え
の
と
き
を
刻
む
丸
亀
城
』

山
﨑
家
家
系
図

親
重

親
正

一
正

正
俊

高
俊

出
羽
国
矢
島
へ
転
封

本
姓
土
田
氏

生
駒
を
称
す

初
代

二
代

三
代

四
代

藤
堂
高
虎

高
次 女

市
子

京
極
高
次

忠
高

高
和

高
豊

宇
多
天
皇

敦
実
親
王

経
方

季
定

信
綱

泰
綱

氏
信

家
行

憲
家

堅
家

家
盛

家
治

俊
家

治
頼

豊
治

佐
々
木
氏
を
称
す

六
角
氏
を
称
す

京
極
氏
を
称
す

山
﨑
氏
を
称
す

初
代

二
代

三
代

嫡
子
な
く
改
易

備
中
成
羽
に
転
封

宇
多
天
皇

敦
実
親
王

経
方

季
定

信
綱

氏
信

高
氏

高
清

高
吉

高
次

忠
高

高
政

高
和

高
豊

高
或

高
矩

高
中

高
朗

女

高
教

高
周

朗
徹

高
徳

高
岺

高
通

高
慶

高
文

高
賢

高
琢

家
行

憲
家

家
治

泰
綱

浅
井
久
政

マ
リ
ア

（
養
福
院
）

長
政市信

長

織
田
信
秀

初江淀

徳
川
家
康

秀
忠

豊
臣
秀
吉
秀
頼

千
姫

初
姫

佐
々
木
氏
を
称
す

六
角
氏
を
称
す

京
極
氏
を
称
す

山
﨑
氏
を
称
す

（
京
極
導
誉
）

初
代

二
代

三
代

四
代

五
代

六
代

七
代 

版
籍
奉
還

御
西
屋
敷

多
度
津
藩



三

２　

丸
亀
城
関
係
史
料

【
凡
例
】

（
１
）
史
料
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
読
み
下
し
文
と
し
、
適
宜
句
読
点
を
入
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。

（
２
）
変
体
が
な
、
助
詞
、
異
体
字
は
一
部
ひ
ら
が
な
で
記
し
て
い
る
。

（
３
）
判
読
不
可
能
な
漢
字
に
つ
い
て
は
□
で
表
し
た
。

（
４
）
出
典
に
つ
い
て
は
本
項
の
最
後
に
整
理
す
る
。

①
「
西
讃
府
志
」（
抜
粋
）　

安
政
五
年
（
１
８
５
８
）　　

「
西
讃
府
志
卷
之
十
六
」

○
丸
龜
治

丸
龜
ハ
讃
岐
國
鵜
足
那
珂
二
郡
ノ
間
ニ
テ
其
北
邊
ニ
ア
リ
、
其
領
治
地
ハ
南
ニ
大
山
連

リ
、
西
北
ニ
海
メ
グ
リ
、
東
平
野
ニ
シ
テ
、
鵜
足
那
珂
二
郡
ノ
村
里
東
讃
ト
相
接
レ
リ
、

南
方
大
山
ノ
嶺
ヲ
限
リ
、
阿
波
國
ト
境
界
相
分
レ
、
申
方
伊
豫
國
ニ
至
ル
、
陸
路
相
續

キ
、
北
方
海
ヲ
隔
テ
吉
備
ノ
三
國
ニ
隣
リ
、
近
キ
所
五
里
遠
キ
所
十
許
里
ニ
過
ギ
ス
、

北
辰
地
ヲ
出
ル
コ
ト
三
十
四
度
、
東
方
京
師
ニ
至
ル
六
十
三
里
、
西
赤
間
關
ニ
至
ル
百

里
、
丸
龜
ト
名
ク
ル
ハ
城
山
ノ
形
龜
ニ
似
タ
ル
ニ
ヨ
レ
リ
、
城
ハ
慶
長
二
年
生
駒
雅
樂

頭
藤
原
親
正
創
築
ス
ル
所
ニ
テ
、
其
子
讃
岐
守
一
正
西
讃
ノ
政
ヲ
執
テ
爰
ニ
居
レ
リ
、

親
正
逝
去
ノ
後
其
臣
佐
藤
掃
部
ヲ
シ
テ
代
リ
守
ラ
シ
ム
、
寛
永
十
七
年
生
駒
氏
出
羽
國

ニ
遷
サ
レ
玉
フ
ノ
後
加
藤
出
羽
守
泰
興
預
リ
治
ム
、
同
十
八
年
辛
己
九
月　

大
猷
院

殿
是
ヲ
山
﨑
甲
斐
守
源
家
治
ニ
賜
フ
、
今
歳
十
月
山
﨑
氏
入
ラ
セ
玉
フ
、
同
二
十
年

内
外
ノ
隍
ヲ
浚
ク
シ
櫓
樓
門
墻
ヲ
修
メ
造
レ
リ
、
慶
安
元
年
三
月
十
七
日
家
治
逝
去
、

嫡
子
志
摩
守
俊
家
嗣
ク
、
同
四
年
十
月
二
十
八
日
俊
家
逝
去
、
嫡
子
虎
之
助
治
賴
嗣
ク
、

明
暦
三
年
三
月
六
日
治
賴
逝
去
、
嗣
ナ
シ
後
絶
ユ
、
是
ニ
於
テ
御
代
官
多
羅
尾
久
右
衛

門
、
今
井
彥
右
衛
門
、
御
目
付
下
會
根
三
十
郎
、
仁
賀
保
内
配
來
リ
守
レ
リ
、
居
ル
コ

ト
一
年
、
萬
治
元
年
戊
戌
二
月
十
七
日　

嚴
有
院
是
ヲ
我
先
公
刑
部
少
輔
源
高
和
君
ニ

賜
フ
、
同
三
月
二
十
三
日
受
取
ノ
先
手
ト
シ
テ
佐
々
佐
脇
等
ノ
諸
氏
以
下
二
十
五
人
鹽

屋
村
ヨ
リ
船
ア
ガ
リ
シ
テ
、
二
十
五
日
城
受
取
リ
玉
ヒ
、
四
月
朔
日
多
羅
尾
今
井
等
ノ

諸
氏
丸
龜
ヲ
發
玉
フ
、
五
月
五
日
播
磨
國
龍
野
城
ヨ
リ
公
入
ラ
セ
玉
フ
、
以
來
相
續
テ

今
ニ
至
レ
リ
、

城
郭　

櫓
十
二　

鐘
堂
一　

皷
樓
一　

賓
庫
一

御
舘　

御
屋
舖　

神
祠
五　
（
太
神
宮
、佐
々
木
宮
、金
毘
羅
社
、天
満
宮
、龜
山
祠
）

橋
梁
二　

馬
塲
一　

弓
塲
一　

門
八　

番
所
六　
（
内
侍
番
所
二
）

外
廓　

門
四　

神
祠
四　
（
天
滿
宮
三　

八
幡
宮
一
、
山
北
八
幡

宮
舊
趾　

）

西
御
屋
舖　

學
舘
一　
（
正
明
舘
ト
名
ク
）　

御
用
屋
舖　

勘
定
所
一　

評
定
所
一

米
倉
二　

射
塲
二　

銃
塲
二　

馬
塲
二　

宅
倉
二
百
五
十　

長
屋
十
七　

廐
一

廓
外「

鷹
匠
町
」
宅
倉
二
十

「
餌
指
町
」
宅
倉
三
十
四　

門
一

「
船
手
濱
之
町
」
宅
倉
十　

長
屋
二　

神
祠
一
（
船
魂
祠
祭
祀
九
月
十
五
日
祠
官
秋

山
上
總
介
）

會
所
一　

判
部
屋
役
所
一　

御
船
佐
屋
三　

小
舟
小
屋
三　

藏
十　

小
屋
一

「
中
之
町
」
宅
倉
八　

長
屋
一　

門
一

「
田
中
分
」
宅
倉
一　

長
屋
一

「
門
外
」
宅
倉
十

「
風
袋
町
」
宅
倉
百
七
十
三
（
内
十
七
戶
雜
賀
、
十
戶
足
輕
小
頭
、
十
戶
同
組
小
屋
、

四
十
四
戶
同
組
屋
舖
、
二
戶
出
小
人
組
小
屋
）　

學
舘
一
（
敬
止
堂
ト
號
ク
）　

作
事

所
一
（
内
ニ
長
屋
十
四
戶
）　

藁
藏
一　

大
割
會
所
一　

長
屋
一　

小
人
小
屋
一　

小
頭
長
屋
一　

揚
屋
々
舖
一　

牢
屋
舖
一　

門
一

「
渡
塲
」
長
屋
一

（
後
略
）



四

「
西
讃
府
志
卷
之
十
七
」

○
丸
龜
治
下

　

一
、
市　

井

此
地
今
ノ
米
屋
町
ヲ
限
リ
東
側
ハ
鵜
足
郡
津
野
鄕
ニ
屬
キ
、
西
側
ヨ
リ
那
珂
郡
柞
原
鄕

ニ
屬
ク
、
開
城
以
前
ハ
海
濱
ノ
村
ニ
テ
、
柞
原
鄕
ハ
丸
龜
浦
ト
唱
ヘ
テ
高
四
百
六
石
八

斗
九
升
三
合
ノ
田
畝
ア
リ
、
津
野
鄕
ハ
土
居
村
ト
イ
ヒ
ケ
ル
ヲ
慶
長
六
年
其
北
邊
ニ
宇

多
津
ナ
ル
平
山
ノ
里
人
ヲ
移
シ
、
始
テ
三
蒲
ト
呼
テ
高
百
七
十
二
石
八
斗
八
升
ノ
田
畝

ア
リ
、
寛
永
十
八
年
山
﨑
公
入
ラ
セ
玉
ヒ
シ
ヨ
リ
以
來
商
工
家
ヲ
移
ス
者
多
ク
シ
テ
、

遂
ニ
都
會
ト
ナ
レ
リ
、
因
テ
町
方
地
方
等
ノ
名
ア
リ
ト
云
」
中
府
門
ヨ
リ
北
ニ
入
リ
東

ニ
折
レ
テ
御
供
所
門
ニ
至
ル
、
東
西
十
八
町
、
外
廓
ノ
北
門
ヨ
リ
北
ニ
入
リ
西
ニ
折
レ

テ
鹽
屋
門
ニ
至
ル
南
北
十
八
町
、
東
土
居
村
境
ヨ
リ
西
鹽
屋
村
ニ
至
ル
海
濱
十
三
町

二
十
三
間
、
町
ノ
數
十
七
、
其
南
北
ニ
通
フ
條
、
農
人
町
南
條
町
富
屋
町
通
町
米
屋

町
魚
屋
町
葭
町
凡
テ
七
條
、
其
東
西
ニ
通
フ
條
、
堀
側
町
通
町
松
屋
町
橫
町
濱
町
宗

古
町
西
平
山
北
平
山
御
供
所
等
凡
テ
九
條
、
此
外
福
島
町
東
西
二
條
南
北
三
條
ア
リ
、

戶
凡
テ
二
千
六
百
八
十
、
口
八
千
七
百
七
十
八
」
市
井
ノ
制
宅
地
ニ
租
稅
ヲ
賦
サ
ス
、

每
歲
戶
ノ
間
數
ヲ
逐
テ
戶
錢
ヲ
納
ム
、
一
間
戶
一
百
九
十
錢
、
百
錢
之
ヲ
七
月
ニ
ト
リ
、

九
十
錢
是
ヲ
十
二
月
ニ
納
ム
、
又
棒
役
ア
リ
、
是
ハ
戶
ノ
間
數
ニ
關
カ
ラ
ズ
一
戶
ニ
一

本
受
ル
ア
リ
、
又
半
本
ナ
ル
ア
リ
、
多
受
ル
者
數
本
ヲ
兼
タ
ル
ア
リ
、
各
其
戶
ニ
ヨ
リ

テ
常
制
ア
リ
、
棒
役
ト
ハ
町
内
ニ
事
ア
ル
時
ハ
其
數
ニ
從
ヒ
役
夫
ヲ
課
ス
、
又
一
年
ノ

用
費
モ
棒
ノ
數
ニ
ヨ
リ
テ
是
ヲ
賦
ス
コ
ト
田
畝
ノ
高
ノ
如
シ
、
濱
町
三
浦
等
ハ
此
役
ナ

ク
シ
テ
水
夫
ヲ
出
セ
リ
、
福
島
町
ハ
福
島
橋
修
造
ノ
料
ヲ
課
ス
、
故
ニ
錢
棒
役
總
テ
免

シ
玉
フ
、

右
ニ
引
ル
丸
龜
浦
三
浦
等
ノ
高
ハ
寛
永
十
七
年
辰
二
月
改
メ
、
生
駒
家
ノ
總
村
高
帳

ニ
見
エ
タ
ル
ナ
リ
、
サ
ル
ニ
今
丸
龜
浦
ノ
高
ナ
ク
シ
テ
地
方
分
二
百
二
十
石
餘
ノ
地

ア
リ
、
按
ニ
町
方
地
方
ト
別
レ
シ
時
右
四
百
六
石
八
斗
九
升
三
合
ノ
内
二
百
二
十
石

餘
ハ
地
方
ト
ナ
リ
、
其
餘
ハ
町
方
ト
ナ
レ
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
今
宗
古
町
ノ
内
ニ
地
方
ノ

畑
九
畝
三
歩
又
舊
京
橋
ノ
ア
タ
リ
ニ
モ
地
方
ノ
地
イ
サ
ヽ
カ
ア
リ
、
サ
テ
町
分
ニ
ナ

レ
ル
ハ
租
稅
ヲ
免
サ
レ
、
サ
ナ
ラ
ヌ
ハ
皆
地
方
ニ
屬
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
、
故
ニ
カ
ク
入

交
リ
タ
ル
ナ
リ
、
サ
レ
バ
町
分
ノ
外
ス
ベ
テ
地
方
ト
イ
ヒ
シ
ガ
即
テ
村
名
ト
ハ
ナ
レ

ル
ナ
ラ
ン
、
又
生
駒
記
ニ
那
珂
郡
津
森
ノ
龜
山
ト
ア
レ
ド
、
右
ノ
村
高
帳
ニ
ヨ
ル
津

森
村
ハ
今
津
村
ノ
内
ニ
載
テ
此
地
ト
別
ナ
リ
故
ニ
ト
ラ
ズ
、

農
人
町

中
府
門
ヨ
リ
北
ニ
入
リ
東
ニ
折
レ
テ
南
條
町
ニ
至
ル
町
長
サ
一
町
十
四
間
餘
俸
役

四
十
四
本
八
步

（
戶
口
）
戶
九
十　

口
二
百
六
十
七
男
百
二
十
七 

女
百
四
十

（
佛
寺
）
玄
要
寺　

泰
雲
山
ト
號
ク
禪
宗
砂
心
寺
末
寺
、
本
尊
釋
迦
牟
尼
佛
、
左
右
ニ

迦
葉
阿
難
ノ
二
尊
者
ヲ
安
置
ス
、
開
山
宗
貯
、
先
公
世
々
ノ
靈
牌
ヲ
鎭
メ
祭
レ
リ
、
玄

要
泰
雲
共
ニ　

先
公
ノ
謚
號
ト
云
、
林
溪
一
枝
眼
慈
等
ノ
諸
屬
院
ア
リ
、
林
溪
院
本
尊

地
藏
尊
、
一
枝
院
本
尊
虛
空󠄁
藏
、
慈
眼
院
本
尊
觀
世
音
、
此
他
八
幡
、
妙
見
、
辨
天
、

稻
置
、
金
毘
羅
五
祠
及
ヒ
多
聞
堂
等
ア
リ
、
祿
百
五
十
石
、
境
内
東
西
四
十
七
間
南
北

五
十
間

妙
行
寺　
　

圓
宗
山
ト
號
ク
、
法
華
宗
大
坊
末
寺
、
本
尊
板
縵
荼
羅
、
日
蓮
日
興
等
ノ

像
ヲ
安
置
ス
、
開
山
日
貫
ヨ
リ
六
世
、
境
内
南
北
二
十
七
間
東
西
二
十
五
間

上
南
條
町

農
人
町
ヨ
リ
北
ニ
折
テ
下
南
條
町
ニ
續
ク
町
長
サ
東
側
一
町
三
十
三
間
四
尺
西

側
一
町
十
五
間
餘
棒
役
三
十
八
本
三
步

（
戶
口
）
戶
七
十
二　

口
二
百
三
十
八
男
百
二
十

女
百
十
八

（
溝
渠
）
渠
一　

橫
渠
ト
號
ク
、
幅
六
間
外
隍
ノ
水
ヲ
受
西
ニ
流
レ
テ
地
方
村
ノ
田
畝

ニ
漑
レ
リ

下
南
條
町

上
南
條
町
ヨ
リ
北
ニ
續
テ
橫
町
ニ
至
ル
、
町
長
サ
東
側
三
十
一
間
四
尺
西
側
一

町
五
十
一
間
四
尺
、
本
照
寺
ヨ
リ
東
ニ
折
レ
テ
小
路
ア
リ
長
サ
十
八
間
棒
役

四
十
一
本

（
戶
口
）
戶
九
十
四　

口
二
百
六
十
男
百
四
十
二

女
百
八

　



五

（
畜
產
）
馬
三

（
神
祠
）
平
野
祠　

稻
荷
祠　
　

二
祠
共
ニ
壽
覺
院
ニ
ア
リ
平
野
ハ
仁
德
天
皇
ノ
像
ヲ

安
置
ス
、
稻
荷
神
ハ
江
戶
𡑭
上
寺
ヨ
リ
勸
請
ス
ト
云
、

稻
荷
祠　

辨
天
祠　

二
祠
共
ニ
法
音
寺
ニ
ア
リ
、

（
佛
寺
）
壽
覺
院　
　

光
明
山
無
量
寺
ト
號
ク
、
淨
土
宗
智
恩
院
末
寺
、
本
尊
阿
彌
陀

佛
、
春
日
ノ
作
、
釋
迦
如
來
行
基
ノ
作
、
開
山
本
譽
、
當
時
山
﨑
公
ノ
造
立
ニ
シ
テ
世
々

其
靈
牌
ヲ
納
ム
、
古
墓
ア
リ
前
ニ
石
燈
籠
ヲ
立
テ
高
サ
二
尺
五
寸
、
表
ニ
桂
岩
院
殿
御

廣
前
ト
記
セ
リ
、
境
内
六
畝

（
後
略
）

②
藩
士
瀬
山
登
の
手
記
「
丸
亀
城
御
城
坪
割
瀬
山
登
手
録
」（
抜
粋
）　

年
未
詳　

一
、
正
保
二
酉
ノ
年
、
御
城
之
紙
図
木
図
並
御
領
分
の
絵
図
共
、
御
先
主
山
﨑
甲
斐
守

殿
よ
り
上
ル

　③
大
野
原
を
開
墾
し
た
平
田
家
の
記
録
「
池
々
之
覚
」（
抜
粋
）
年
未
詳

山
﨑
甲
斐
守
様
丸
亀
御
領
五
万
石
御
拝
知
成
さ
ら
れ
候
、
丸
亀
御
城
御
取
立
に
付
人
札

こ
れ
あ
り
、

（
略
）
与
一
左
衛
門
を
銀
本
に
極
め
、
手
代
木
屋
庄
三
郎
並
び
に
、
出
入
仕
り
候
大
阪

備
中
屋
藤
左
衛
門
、
三
島
屋
又
左
衛
門
、
大
津
井
上
又
左
衛
門
、
こ
の
者
共
丸
亀
へ
罷

り
下
り
、
御
城
入
札
仕
り
候
へ
共
落
ち
申
さ
ず
云
云

④
山
﨑
志
摩
守
（
俊
家
）
宛
老
中
書
状
「
山
﨑
家
文
書
」
慶
安
二
年
（
１
６
４
９
）

以
上

圓
亀
之
城
三
丸
坤
之
角
石
垣
破
損
付
而
、
同
所
之
櫓
ろ
石
垣
築
直
之
櫓
立
候
事
、
並
親
父

甲
斐
守
代
伺
上
意
候
、
普
請
所
々
之
石
垣
櫓
門
多
門
山
下
之
屋
敷
構
之
石
垣
等
、
同
東
南

之
方
堀
浚
之
事
、
絵
図
之
通
得
其
意
候
、
最
前
被
守
奉
書
之
旨
、
普
請
以
速
々
可
被
申
付

候
、
恐
々
謹
言

　
　

慶
安
二
丑
正
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

阿
部
豊
後
守　

忠
秋　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
対
馬
守
重
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守
信
綱

　
　

山
﨑
志
摩
守
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
「
古
法
便
覧
古
記
部
」（
抜
粋
）　

年
未
詳

一
、
慶
安
二
年
山
﨑
様
御
時
代
、
外
御
堀
御
堀
被
成
候
、
八
月
初
よ
り
九
月
ニ
出
来
、

但
右
よ
り
少
堀
跡
有
之
、
橋
掛
リ
御
儀
、
九
月
末
ニ
出
来
申
候
、
初
ハ
御
手
入
、

後
ハ
御
急
ギ
ニ
付
、
町
在
よ
り
御
雇
被
成
候
、
御
要
害
ノ
為
ト
申
、
御
沙
汰
無
御

座
候
、
船
入
見
分
能
様
、
沙
汰
御
座
候
由
、
当
御
代
御
尋
ニ
付
書
上
候
也

⑥
個
人
所
蔵
史
料
（
抜
粋
）　

万
治
三
年
（
１
６
６
０
）

圓
亀
城
此
度
此
以
前
山
﨑
甲
斐
守
以
木
形
絵
図
先
御
代
得
、
上
意
普
請
申
付
候
処
、
山

上
之
櫓
六
ヶ
所
山
下
之
櫓
四
ヶ
所
は
櫓
台
之
石
垣
築
之
櫓
建
之
事
、
山
上
東
之
方
之
石

垣
、
山
下
居
屋
舗
廻
之
石
垣
、
同
三
箇
所
之
虎
口
石
垣
築
之
事
、
其
外
多
門
塀
立
之
事
、

就
未
首
尾
普
請
有
之
度
之
由
承
届
候
、
次
山
下
之
堀
従
艮
坤
迄
之
間
埋
候
、
同
惣
構
之

堀
北
方
之
外
三
方
埋
候
付
而
、
後
之
事
絵
図
書
付
之
通
、
得
其
意
候
、
以
連
々
普
請
可

被
申
付
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

萬
治
三
子
三
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　

稲
葉
美
濃
守
（
正
則
）
書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
豊
後
守
（
忠
秋
）
書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守
（
信
綱
）
書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
雅
楽
守
（
忠
清
）
書
判

　
　
　

京
極
刑
部
少
輔
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
藩
士
瀬
山
登
の
手
記
「
丸
亀
城
御
城
坪
割
瀬
山
登
手
録
」（
抜
粋
）　

年
未
詳　

一
、
萬
治
三
年
、
御
城
之
紙
図
、
御
領
分
之
絵
図
共
に
差
上
之
、
但
、
右
者
正
保
二
、



六

山
﨑
公
よ
り
上
之
通
之
図
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧
藩
士
瀬
山
登
の
手
記
「
丸
亀
城
御
城
坪
割
瀬
山
登
手
録
」（
抜
粋
）　

年
未
詳

備
中
守
様
御
代

一
、
寛
文
七
未
年
、
三
丸
櫓
台
御
普
請
御
願
ニ
付
、
御
城
之
紙
図
木
図
共
被
差
上

同
御
代

一
、
同
十
戌
年
、
太
鼓
櫓
新
規
出
来
之
儀
御
願
ニ
付
、
同
所
の
木
図
上
ル

同
御
代

一
、
貞
享
二
丑
年
、
御
城
破
損
所
御
修
補
御
願
ニ
付
御
城
之
絵
図
上

同
御
代

一
、
元
禄
五
申
年
、
御
城
普
請
御
堀
淩
等
之
儀
ニ
付
、
御
城
の
絵
図
上

尤
此
時
仮
り
橋
之
図
初
上
ル

　

若
狭
守
様
御
代

一
、
同
十
三
辰
ノ
年
、
諸
国
之
絵
図
御
改
ニ
付
、
高
松
被
仰
談
、
讃
岐
一
国
之
絵

図
上
ル

佐
渡
守
様
御
代

一
、
元
文
元
辰
年
、
御
堀
淩
之
儀
御
願
ニ
付
、
内
外
御
堀
之
絵
図
上
ル

　
　

但
、
右
者
、
元
禄
五
年
之
絵
図
写
ヲ
以
被
差
上

高
中
様

一
、
明
和
五
子
年
、
東
御
門
よ
り
北
外
堀
汐
留
御
願
ニ
付
、
絵
図
上
ル

　
　

但
、
右
、
元
文
年
の
絵
図
之
写
也

⑨
堀
ざ
ら
え
に
つ
き
堀
絵
図
に
係
わ
る
書
状
「
書
状
」　

年
未
詳

一
、
享
保
十
三
甲
ノ
年
御
堀
淩

之
御
評
議
御
座
候
、
而
前
後
共
江

絵
図
之
儀
被
仰
付
候
所
、

万
治
之
子
ノ
年

　
　
　
　

刑
部
少
輔
様
御
堀
之

　
　
　
　

御
願
仰
上
候
、
節
之

　
　
　
　

絵
図
の
扣
を
以
、
御
堀

　
　
　
　

絵
図
御
普
請
方
ニ
而
相
調
、

　
　
　
　

御
用
番
九
郎
長
衛
殿
江

　
　
　
　

差
出
申
候
由
、
此
度
御

　
　
　
　

堀
淩
御
願
可
被

　
　
　
　

仰
上
ニ
付
、
絵
図
之
儀

　
　
　
　

被
仰
付
候
、
依
之
与
得

　
　
　
　

吟
味
仕
候
処
、
万
治
之
子
ノ
年

　
　
　
　

之
扣
を
以
、
前
後
共
指
上

　
　
　
　

候
、
絵
図
ハ
少
々
相
違

　
　
　
　

之
所
相
見
へ
申
候
、
ニ
付

　
　
　
　

与
、
得
吟
味
仕
候
所
、
元
禄

　
　
　
　

五
甲
ノ
年

　
　
　
　

備
中
守
様
御
代
櫓

　
　
　
　

石
垣
御
堀
淩
共
一
所
ニ

　
　
　
　

御
願
被
仰
上
候
、
絵
図

　
　
　
　

之
扣
見
出
し
申
候
ニ
付
、

　
　
　
　

右
元
禄
五
甲
ノ
年

　
　
　
　

絵
図
之
扣
を
以
、
此
度

　
　
　
　

御
普
請
方
江
申
達

　
　
　
　

御
城
絵
図　

一
枚

　
　
　
　

御
堀
絵
図
一
枚

　
　
　
　

右
二
枚
ニ
仕
之
所

　
　
　
　

朱
引
仕
差
上
申
候

一
、
備
中
守
様
御
代
御
願



七

被
仰
上
候
、
絵
図
之
扣
、

御
見
合
為
可
被
成
差

差
上
申
候
、
急
ニ
御
堀

淩
被
仰
付
候
而
は
、

御
物
入
多
ク
御
座
候

之
旨
、
速
ニ
御

淩
ニ
成
度
ト
被
仰
上
在
方

手
透
之
時
節
、
人
足
に
而

御
淩
被
仰
付
公
儀
共
奉
存
候

　
　
　

附
箋

備
中
守
様
御
代
御
願
被
仰
上

候
節
は
、
櫓
石
垣
御
堀
淩
共

御
一
所
ニ

御
願
被
仰
上
候
間
、

惣
御
城
絵
図
ニ
朱
引
被
成

被
差
上
候
哉
、
此
度
ハ
御
堀
淩

迄
之
御
願
ニ
御
座
候
間
、
御

堀
絵
図
迄
之
差
上
相
済
可
申
哉
、
但
惣
御
城
絵
図
ニ

埋
り
三
処
朱
引
被
成
差
上

儀
茂
可
有
御
座
哉
と
、
絵
図

二
枚
差
上
ヶ
申
候

⑩
「
丸
亀
城
下
曲
輪
之
堀
等
復
元
申
付
状
」
元
文
元
年
（
１
７
３
４
）　

　
　

讃
岐
国
圓
亀
城

　
　

下
曲
輪
之
堀
壱
ヶ
所
、

　
　

外
曲
輪
惣
構
之
堀
折
廻

　
　

四
ヶ
所
埋
候
付
淩
之
事
、

　
　

絵
図
朱
引
之
通
得

　
　

其
意
候
、
以
速
々
如
元
淩

　
　

可
被
申
付
候

　
　

恐
々
謹
言

元
文
元
辰
五
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守　
　
　
　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
中
務
大
輔　
　
　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
左
近
将
監　
　
　

判

京
極
佐
渡
守
殿

⑪
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定　

万
治
二
年
二
月
十
七
日
付
）

「
明
日
は
て
ん
き
よ
く
候
は
ば
城
の
石
が
き
見
申
す
べ
く
候
」

岡
七
郎
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　

高
和

け
ふ
は
あ
い
申
さ
ず
候
、
源
右
衛
門
に
申
し
こ
し

候
事

と
く
と
が
っ
て
ん
申
事
に
候
、
其
段
源
右
衛
門

申
す
可
く
候
、
明
日
は
て
ん
き
よ
く
候
は
ば
城
の

石
が
き

見
申
す
べ
く
候
、
め
し
す
ぎ
候
へ
ば
出
ら
れ
尤
に

候
、

今
日
の
ふ
で
出
来
さ
て
〳
〵
尤
事
仕
合
と

存
じ
候
、
ひ
ろ
う
尤
に
候
、
明
日
あ
い
に
て

申
す
可
く
候
、
か
わ
る
事
は
な
く
候
哉
、
江
戸
よ

り
の
状
ど
も
行
き
申
す
事
に
候
、
恐
惶
謹
言

二
月
十
七
日　
　
　
　
　
（
花
押
）

岡
七
郎
兵
衛
殿　
　
　

高
和

尚
々
か
た
の
ご
と
く
一
心
事



八

な
る
事
に
候
、
ひ
ろ
う
尤
に
候
、
以
上

⑫
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳

「
今
日
よ
り
石
が
き
に
と
り
つ
き
候
也
」

七
郎
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　

高
和

今
日
は
弥
に
候
也
、

や
う
も
な
く
候
は
ば

内
々
の
江
戸
長
屋

わ
り
い
た
し
度

候
間
、
め
し
た
べ

申
さ
れ
候
へ
ば
急
が
ず
と
も

わ
た
せ
出
申
さ
れ
候
、

今
日
よ
り
石
が
き
に

と
り
つ
き
候
也
、

天
気
よ
く
大
慶

申
す
事
に
候

以
上

七
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　

高
和

⑬
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定
万
治
三
年
九
月
十
四
日
付
）

「
石
ど
も
あ
げ
候
は
ん
と
存
ず
る
事
に
候
」

今
日
は
よ
き
天
気
に
て
候
間
石
ど
も

あ
げ
候
は
ん
と
存
ず
る
事
に
候
、
さ
む
く

成
り
申
さ
ず
候
内
に
ず
い
ぶ
ん
あ
げ
候
や
う

申
さ
れ
候
、
市
兵
衛
其
外
へ
も
申
し
わ
た
し

尤
に
候
、

一
一
昨
晩
は
し
り
申
し
候
物
出
申
し
候
処
、

こ
の
こ
ろ
の
事
十
日
に
も
成
り
申
さ
ず
候
に

は
や
か
や
う
の
し
ゆ
び
ぜ
ひ
な
く
候
、

次
兵
衛
と
ど
か
ざ
る
や
つ
に
て
候
、
こ
れ

も
よ
き
し
を
き
に
候
間
様
子
ど
も
き
ゝ

き
っ
と
申
し
付
け
る
べ
く
候
、
其
内
か
の
物

た
づ
ね
い
だ
し
候
へ
と
か
た
く
御
申
し
付
け

尤
に
候
、

一
又
申
す
は
江
戸
よ
り
の
状
ど
も
見
申
し
候
、
先
づ

何
事
な
く
大
慶
、
の
ち
ほ
ど
出
申
さ
れ
候
へ
ば

と
だ
（
戸
田
）
殿
よ
り
の
状
見
せ
申
す
べ
く
候
、
恐
惶
謹
言

九
月
十
四
日

尚
々
江
戸
ぶ
れ
も
や
う
〳
〵

よ
き
時
分
に
成
り
申
し
候
間

あ
と
さ
き

し
め
し
合
せ
申
し
付
く
べ
く
候
、
以
上

⑭
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定
万
治
三
年
九
月
廿
七
日
付
）

「
其
元
城
辺
か
わ
る
事
な
く
つ
く
り
御
申
し
付
け
の
よ
し
尤
に
候
」

岡
七
郎
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　

高
和

一
其
元
城
辺
か
わ
る
事
な
く

つ
く
り
御
申
し
付
け
の
よ
し

尤
に
候
、
も
は
や
天
気

あ
が
り
申
し
と
み
し
候
間
、

そ
ろ
〳
〵
と
御
申
し
付
け
尤
に
候
、

其
外
り
や
う
分
中



九

か
わ
る
事
も
な
く
何
も

う
ち
ま
い
り
候
よ
し

い
よ
〳
〵
ね
ん
入
れ
候
へ
と
よ
く

〳
〵
申
し
付
け
尤
に
候
、

こ
こ
も
と
か
わ
る
事

な
く
な
ぐ
さ
み
申
す

事
に
候
、
さ
り
な
が
ら

雨
に
て
や
ど
が
ち

に
て
候
へ
ど
も
こ
こ
ろ

な
ぐ
さ
み
に
て
候
、

今
日
明
日
は
ま
し
ま

に
て
な
ぐ
さ
み
申
す
可
し

と
存
候
、
江
戸
よ
り

の
ひ
き
や
く
ま
だ

参
ら
ず
候
哉
か
か
る
事
は

あ
る
ま
じ
く
候
、

此
あ
を
壱
つ
と
ら
せ

候
間
遣
わ
し
候
、
い
ま
時
よ
り

は
く
す
り
の
よ
し

に
候
間
御
や
り
尤
に
候
、

何
か
に
付
け
り
や
う
分

の
ひ
ろ
き
は
よ
く
候
、

な
に
も
か
も
た
く
さ
ん

に
申
さ
れ
候
へ
と
申
す
事
に
候

以
上　
　

刑
部

九
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

⑮
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定
寛
文
元
年
三
月
十
二
日
付
）

「
城
の
ち
あ
げ
ま
し
ま
よ
り
見
申
候
へ
ば
、
事
外
見
事
に
見
へ
申
事
に
候
」

今
晩
は
ま
し
ま
に
と
ま
り

申
す
事
に
候
、
ふ
な
人
や
ら

り
や
う
し
や
ら
の
や
う

な
る
事
お
か
し
く
候
、

城
の
ち
あ
げ
ま
し
ま

よ
り
見
申
候
へ
ば
、
事
外

見
事
に
見
へ
申
事
に
候
、

さ
り
な
が
ら
う
へ
の

と
り
あ
ひ
と
は
外
ひ

く
く
み
へ
申
す
事
に
候
間

よ
く
よ
く
ぎ
ん
み
に
て

申
し
付
け
尤
に
候
、
松
な
ど
も

こ
こ
も
と
へ
参
り
候
時
分

よ
り
は
の
び
、
い
ま
は

み
か
け
も
よ
く
に
て

ま
ん
ぞ
く
申
す
事
申
し
候
、

ほ
う
あ
て
の
ち
あ
げ

も
よ
く
み
へ
申
し
候
、
壱
間

も
壱
間
半
も
あ
が
り

候
へ
ば
、
な
を
な
を
よ
く
み
へ
申
す

可
し
と
存
ず
る
事
に
候
、
我
等

ふ
か
し
な
る
ゆ
へ
に

く
わ
し
く
は
存
ぜ
ず
候
間
、

よ
く
存
じ
候
物
に
だ
ん

が
う
尤
に
候



一〇

一
我
等
こ
こ
も
と
出
舟

の
廿
六
七
日
両
日

の
内
御
き
は
め
に
て
さ
き
へ

や
り
候
も
の
も
申
し
付
け

尤
に
候
、
道
中
の
や
う

す
ふ
う
ぶ
ん
遣
わ
し
候
へ
ば

さ
の
み
事
も
ふ
ぢ
う

に
は
な
き
よ
し
に
候
間
、

勘
兵
衛
七
郎
兵
衛
も
と
も
に

つ
れ
候
様
に
御
申
し
わ
た
し

候
ま
じ
く
候
段
、
そ
れ
も

道
中
ふ
ぢ
う
に
候
へ
ば

か
た
く
む
や
う
に
候
、
十
五

も
ど
り
萬
事
だ
ん

が
う
申
す
可
く
候
、
恐
惶
謹
言刑

部（
花
押
）

三　

十
二
日

岡
七
郎
兵
衛
殿

尚
々
萬
事

よ
く
〳
〵
申
し
付
け
尤
に
候
、
以
上

（
・
印
筆
者
）

⑯
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳

「
ふ
し
ん
に
は
あ
ま
り
た
ぎ
り
申
さ
ず
候
」

七
郎
兵
衛
殿　
　
　
　

高
和

め
し
た
べ
申
さ
れ
候
へ
ば

今
日
申
し
御
越
し

候
も
の
ら
も
上
り

候
様
に
と
申
し
遣
尤
に
候
、

源
左
衛
門
か
ん
兵
衛
も
出
に
て

よ
く
候
は
ば
申
し
遣
尤
に
候
、

雨
か
げ
ん
は
よ
く
候
や

ふ
し
ん
に
は
あ
ま
り

た
ぎ
り
申
さ
ず
候
、
以
上

⑰
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳

「
こ
こ
も
と
ふ
し
ん
も
大
か
た
出
来
候
へ
ど
も
茅
屋
の
む
か
い
の
ど
て
の
水
た
た
き
石
が

き
に
さ
せ
申
し
候
」

わ
ざ
と
申
し
入
れ
候
、
此
間
は

事
外
あ
つ
く
候
へ
ど
も

ゆ
る
〳
〵
と
な
ぐ
さ
み
申
す

事
に
候

一
こ
こ
も
と
ふ
し
ん
も
大
か
た

出
来
候
へ
ど
も
茅
屋
の

む
か
い
の
ど
て
の
水

た
た
き
石
が
き
に
さ
せ

申
し
候
、
か
た
の
ご
と
く
あ
ぼ
し
の

み
か
げ
も
よ
く
成
り

申
し
候
、
い
ま
外
申
し
付
け
た
き

處
も
候
へ
し
も
ち
ね
ん
に

そ
ろ
〳
〵
さ
せ
申
す
べ
し

と
存
じ
候

一
先
日
も
申
す
通
り
に
廿
一
日
に



一一

九
郎
兵
衛
か
た
へ
参
る
べ
し
と

申
し
候
、
い
よ
い
よ
参
る
べ
く
候
間
、

左
様
に
御
心
得
尤
に
候
、

そ
れ
に
付
き
今
度
は
あ
た
ら

し
き
屋
敷
に
て
も

候
間
、
つ
ね
の
と
は
ち
が
い

候
間
、
何
に
て
も
遣
わ
す
に
て

然
る
べ
く
候
は
ん
哉
、
存
じ
よ
り

の
通
り
よ
く
御
申
し
こ
し

有
る
べ
く
候
、
其
の
内
か
へ
り

申
す
べ
く
候
へ
ど
も
先
ず
だ
ん

が
う
に
遣
わ
し
候
、
此
間
は

く
れ
よ
く
候
間
、
さ
だ

め
て
ま
り
は
や
り

申
す
可
し
と
存
じ
候
こ
こ
も
と
に
は

う
を
を
つ
り
申
す

事
ば
か
り
御
座
候

此
千
鳥
そ
ろ
〳
〵

参
り
と
ら
せ
候
間
、
遣
わ
し
候
、

め
づ
ら
し
く
存
ず
る
事
に
候
、

か
わ
る
事
も
候
は
ば
申
し

こ
し
尤
に
候
、
恐
惶
謹
言

刑
部

六
月
十
六
日　
　
　
　
（
花
押
）

岡
七
郎
兵
衛
殿上

候

尚
々
い
ま
だ
あ
つ
く

も
候
間
、
い
ま
外
さ
き
へ
も

の
べ
て
遣
わ
す
可
く
候
哉
、
九
郎
兵
衛

こ
し
ら
へ
候
は
ば
廿
一
日
に
い
よ
く

参
る
可
く
候
、
九
郎
兵
衛
か
た
よ
り
も

右
之
通
り
数
馬
か
た
参
り
て

申
し
こ
し
候
、
以
上

⑱
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定
万
治
元
年
六
月
三
日
付
）

「
ね
ま
も
四
、五
日
中
に
は
出
来
申
す
べ
く
候
」

岡
七
郎
兵
衛
殿 

 

　

高
和

夕
べ
は
夜
中
な
が
ら

京
よ
り
の
状
き
き

ま
ん
ぞ
く
申
す
事
に
候
、
今
日
の

風
よ
く
候
間
、
ば
ん
か
ら
成
と
も

忠
右
衛
門
遣
わ
し
尤
に
候
、
あ
と
い
た

ま
さ
る
や
う
に
と
存
じ
候
、
其
方

そ
く
さ
い
も
の
に
て
候
間
、
あ
し

き
事
は
有
る
間
敷
と
存
じ
候
、

も
と
よ
り
き
よ
く
せ
い
ゐ
ん
殿

へ
も
よ
ろ
こ
び
申
し
度

候
へ
ど
も
か
わ
る
事
も
な
く
候

ゆ
へ
今
日
は
風
つ
よ
き

ゆ
へ
に
し
ら
か
た
に
ゐ
申
し
候
、

や
う
の
事
候
は
ば
申
し
こ
し

有
る
べ
く
候
、
ね
ま
も
四
、五
日
中
に
は

出
来
申
す
べ
く
候
間
、
ゆ
る
ゆ
る
と



一二

い
た
し
も
ど
り
申
す
べ
く
候

こ
の
さ
か
な
こ
ま
り

も
の
に
て
候
へ
ど
も
よ
き

さ
か
な
と
れ
申
さ
ず
候

間
、
遣
わ
し
候
、
り
や
う
り
に
て

尤
に
候
、
萬
事
ゆ
だ
ん

な
く
申
し
付
け
尤
に
候
、

京
へ
も
よ
き
や
う
に

申
し
や
り
尤
に
候
、

以
上

六
月
三
日 

 

（
花
押
）

⑲
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定
万
治
元
年
月
不
祥
十
四
日
付
）

「
ま
づ
天
井
見
物
申
さ
れ
候
」

岡
七
郎
兵
衛
殿 

 

　
　
　

高
和

両
人
か
ら
の

書
中
具
に
見
申
し
候
、

天
状
事
御
申
し
こ
し
候
、

今
晩
も
ど
り
候
は
ん
と
て

は
や
舟
こ
し
ら
れ

候
間
、
明
朝
は
五
つ
ま
へ
に

其
元
へ
つ
き
申
す
べ
く
候

間
、
明
日
に
も
明
後
に
も

ま
づ
天
状
見
物

申
さ
れ
候
度
處
、
し
ま
い

其
の
上
に
て
ふ
る
ま
い

か
へ
し
申
し
度
候
間
、

左
様
に
成
事
に
候
へ
ば
右
之
通

然
る
べ
く
候
、
い
ろ
〳
〵
申

さ
せ
見
申
し
候
へ
ど
も

ら
ち
あ
き
申
さ
ず
候
間
、

我
ら
は
も
ど
り
申
し
候
、

明
日
あ
ひ
に
て
申
す
べ
く
候
、
以
上

十
四
日

⑳
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
丸
亀
カ
江
戸
カ
不
祥
）

「
長
屋
す
み
や
ぐ
ら
事
外
そ
こ
ね
、
み
ぐ
る
し
く
候
」

七
郎
兵
衛
殿

川
ご
は
ん
所
の
む
か
い

の
町
屋
す
み
の

長
屋
す
み
や
ぐ
ら

事
外
そ
こ
ね

み
ぐ
る
し
く
候
間
、

町
ぶ
き
や
う
に
申
し
付
け

み
か
け
よ
き
よ
う
に

御
申
し
付
候
、
外
の
事

に
候
間
、
近
日
出
来

申
す
べ
く
候
、
か
は
ら
べ
い

ば
か
り
に
て
候
、
以
上

㉑
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
丸
亀
家
中
又
は
竜
野
藩
時
の
可
能
性
も
あ
る
）

「
屋
敷
わ
り
も
大
か
た
す
み
て
だ
て
の
事
に
候
」

七
郎
兵
衛
殿 

 
      

高
和



一三

屋
敷
わ
り
も
大
か
た
す
み
て
だ
て

の
事
に
候
、
た
だ
さ
る
よ
り
は
明
日
だ
ん

が
う
の
上
に
て
申
し
付
け
る
べ
く
候
、
我
等
此
中

十
兵
衛
又
兵
衛
ま
い
り
候
山
の
内

や
う
木
に
成
そ
う
な
る
や
ま

今
一
度
山
ま
い
り
の
内
壱
人

か
又
は
た
れ
成
と
も
そ
へ
遣
わ
し

山
の
中
人
の
み
ぬ
と
こ
ろ
を

み
せ
申
し
度
候
間
、
こ
ま
か
に
み
て

参
り
候
へ
と
御
申
し
付
け
に
て
明
日
よ
り

遣
わ
し
尤
に
候
、
十
兵
衛
又
兵
衛
は
は
し
ば
し

ば
か
り
見
申
す
と
存
ず
る
事
に
候
、
今
晩
御
よ
び

に
て
だ
ん
が
う
有
る
可
く
候
、
四
寸
五
寸
の

角
物
入
り
候
に
付
申
す
事
に
候
、
左
様
に
心
得

御
申
し
付
け
遣
わ
し
尤
に
候
、
恐
惶
謹
言

廿
日 

 
 

　
（
花
押
）

こ
れ
へ
参
り
九
申
し
候
、
山
通
い
遣
わ
し
尤
に
候
、

山
の
中
へ
は
い
り
と
く
と

御
申
し
度
候
間
、
よ
く
申
し
付
け
遣
わ
し

尤
に
候
、
以
上

㉒
「
京
極
高
和
書
状
」
年
未
詳
（
推
定
万
治
二
年
八
月
六
日
付
）

「
其
元
の
作
事
は
か
参
間
敷
」

「
さ
い
ぜ
ん
の
作
事
の
お
ほ
く
も
候
へ
ば
」

「
そ
と
長
屋
ば
か
り
何
と
ぞ
い
た
し
度
候
」

「
我
等
こ
や
が
け
の
事
」

道
中
無
事
に
七
月
十
二
日
に

御
つ
き
の
よ
し
満
足
申
し
候
、

其
元
の
て
い
さ
ぞ
さ
ぞ
と

存
ず
る
事
に
候

一
九
月
参
府
仕
り
候
様
に
と

の
事
こ
こ
ろ
せ
は
し
く

又
は
其
元
の
作
事
は
か

参
り
間
敷
と
存
じ
候
、
さ
り
な
が
ら

あ
ま
り
い
そ
ぎ
候
事
は

か
た
く
む
や
う
に
候
、
さ
い
ぜ
ん

の
作
事
の
お
ほ
く
も
候
へ
ば

ま
し
ち
ね
ん
に
ね
ん
を
入
れ

申
し
度
候
間
、
一
ぷ
く
い
そ
ぎ

候
事
は
む
や
う
に
候
、
ま
づ

そ
と
長
屋
ば
か
り
何
と
ぞ

い
た
し
度
候
、
そ
の
外
の
事
は

重
ね
て
然
る
可
く
候

一
お
く
か
た
も
九
月
中

ご
ろ
に
う
つ
り
候
や
う
に

い
た
し
度
候
、
我
等
こ
や
が
け

の
事
は
九
郎
兵
衛
よ
り
申
し
参
る
可
く
候

間
左
様
に
御
こ
こ
ろ
へ
有
る
可
く
候
、

大
通
の
舟
ど
も
み
な

し
ま
い
七
八
そ
う
ほ
ど

た
だ
い
ま
つ
み
申
す
事
に
候
、

さ
ぬ
き
米
も
千
俵
候

あ
ま
り
申
す
事
に
候

一
貴
殿
事
萬
事
ゆ
だ
ん



一四

な
く
御
申
し
付
け
尤
に
候
、
壱
人

に
て
せ
い
つ
き
又
は
こ
こ
ろ

せ
は
し
き
事
す
い

り
や
う
い
た
し
み
な
み
な

へ
も
せ
い
い
た
し
候
や
う

こ
と
御
申
し
尤
に
候
、
九
月
八
日

こ
こ
も
と
定
め
て
よ
く
候
は
ん
と
九
郎
兵
衛

申
さ
れ
候
間
ま
づ
其
の
通
り
に
申
し

付
け
候
、
又
さ
き
ざ
き
き
き

合
せ
申
す
可
し
と
存
じ
候
、
貴
殿

や
ど
何
事
な
く
候
、

一
我
等
な
ぐ
さ
み
に
風
ロ

や
の
あ
か
り
は
し
に
た
て

申
し
候
成
と
も
、
又
は
た
て
ぐ

其
元
い
た
の
き
り

く
ず
そ
れ
ぞ
れ
に
長
き
に
つ
け

木
い
た
に
か
き
つ
け

は
ん
な
ど
す
へ
さ
へ

其
元
に
て
ま
ぎ
れ
候
は
ん

や
う
こ
と
申
し
付
け
遣
わ
し
候
間
、

左
様
の
木
ど
も
は
か
た
づ
け

よ
う
し
て
御
お
き
有
る
可
く
候
、

は
る
ま
で
申
し
遣
わ
し
候
、

石
な
ど
も
よ
く
し
て

御
お
き
尤
に
候

一
お
も
て
ふ
ろ
も
又
々
と

ゆ
い
候
事
な
く
す
候
間
、

こ
ふ
ろ
参
り
次
第
に
御
た
て

さ
せ
尤
に
候
、
ま
づ
ふ
ろ
や

か
ろ
が
ろ
と
御
た
て
さ
せ

尤
に
候
、
こ
こ
も
と
か
わ
る
事

も
な
く
い
つ
に
も
い
つ
に
も

し
づ
し
づ
と
御
入
り
候
、
九
郎
兵
衛

萬
事
せ
い
出
し
申
し
候
、
ま
ん

ぞ
く
申
す
事
に
候
、
お
く
か
た

や
う
の
事
も
候
へ
ば
御
き
き
に
て

給
わ
る
べ
く
候
、
む
さ
と
が
っ
て
ん

参
ら
ず
事
は
貴
殿
み
に
て

然
る
可
く
候
、
く
わ
し
く
申
す
可
く
候
へ
ど
も

九
郎
兵
衛
よ
り
申
す
可
く
候
、
恐
惶
謹
言

刑
部

八
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

岡
七
兵
衛
殿上

候

こ
こ
も
と
事
の
外
の
日
で
り

に
て
や
う
や
う
一
時
に
雨
ふ
り

水
出
申
す
事
に
候
、

昨
は
十
年
に
も
二
十
年
に
も

な
き
よ
き
と
し
に
候
、

米
の
ね
だ
ん
貴
て
候
へ
ば
う
り
申
候
、

か
わ
る
事
候
へ
ば
は
や
く
申
し
こ
し
尤
に
候
、

や
が
て
あ
い
に
て
く
わ
し
く
申
す
可
く
候
、
以
上



一五

【
出
典
】

史
料
①
「
西
讃
府
志
」
は
丸
亀
藩
京
極
家
が
江
戸
時
代
後
期
に
編
纂
し
た
地
誌
。
丸
亀

藩
京
極
家
編
纂
・
堀
田
璋
左
右
・
藤
田
春
嶺
増
補
校
訂
『
復
刻
讃
岐
叢
書　

増

補　

西
讃
府
志
』
１
９
７
３
か
ら
引
用

史
料
②
〜
⑩
丸
亀
市
教
育
委
員
会
『
讃
岐
丸
亀
城
研
究
調
査
報
告
書
』
１
９
８
８
掲
載

資
料
を
引
用

史
料
⑪
〜
㉒
松
本
昭
雄
「「
心
易
主
人
」、
封
印
三
百
五
十
年
の
本
音
（
一
）-

京
極
高
和

の
書
状
を
読
み
解
く
」-
『
香
川
県
立
文
書
館　

紀
要
第
13
号
』
１
９
９
５
を

引
用



一六

N

0 100m

大手一の門
（太鼓櫓）
大手一の門
（太鼓櫓）

大手二の門大手二の門

長屋長屋

番所番所 玄関先御門玄関先御門

戌亥櫓
（七間矢蔵・戌亥櫓）

戌亥櫓
（七間矢蔵・戌亥櫓）

長崎櫓
（長崎御手當御矢倉・長崎櫓）

長崎櫓
（長崎御手當御矢倉・長崎櫓）

（鬼門矢蔵・番頭櫓）（鬼門矢蔵・番頭櫓）

（二ノ丸御門・多聞櫓）（二ノ丸御門・多聞櫓）

辰巳櫓（辰巳矢蔵）辰巳櫓（辰巳矢蔵）

月見櫓
（月見矢蔵・月見櫓）

月見櫓
（月見矢蔵・月見櫓）

五番櫓
（五番御矢蔵）

五番櫓
（五番御矢蔵）

栃木御門栃木御門

玉櫓玉櫓

宗門櫓
（宗門矢蔵）

宗門櫓
（宗門矢蔵）三の丸井戸三の丸井戸

多門櫓
（多門矢蔵）

多門櫓
（多門矢蔵）

姫櫓（姫矢蔵）姫櫓（姫矢蔵）

坤櫓（水ノ手矢蔵・「ろ」）坤櫓（水ノ手矢蔵・「ろ」）

かぶと岩かぶと岩

見返り坂

見返り坂

天守
（御本丸・御本丸）

天守
（御本丸・御本丸）

不明御門不明御門
二の丸井戸二の丸井戸塩櫓

（鹽矢蔵）

塩櫓

（鹽矢蔵）

御本丸御門御本丸御門

渡櫓渡櫓
渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓 渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓

渡櫓渡櫓

土塀土塀

赤色の名称：石川家資料（個人蔵）による

青色の名称：讃州丸亀蓬莱城図（丸亀市立資料館蔵 14-36）による

緑色の名称：慶安二年（1649）正月廿三日　山﨑志摩守（俊家）宛老中書状による

紫色の名称：瀬山登の手記による

天守 櫓・門 井戸 その他

きもんやぐらきもんやぐら ばんがしらやぐらばんがしらやぐら

しおしお

たつみやぐらたつみやぐら

とちのきとちのきご も んご も ん

ひつじさるやぐらひつじさるやぐら みずのてやぐらみずのてやぐら

い ぬ い や ぐ らい ぬ い や ぐ ら

３　

櫓
・
門
等
の
名
称



一七

４　

現
存
建
築
図
面

0 5m 0 5m

0 5m 0 5m

北面 東面

南面 西面

天守立面図

丸亀市教育委員会作成（1988 年度）



一八

0 5m

1 階

2 階

3 階

天守平面図

丸亀市教育委員会作成（1988 年度）



一九

大手門一の門・二の門竣工図

竣工大手一の門縦断面図及び大手二の門、東西土塀横断面図

丸亀市 1963『重要文化財丸亀城大手一の門大手二の門附東西土塀修理工事報告書』

0 5m

0 5m

北面

南面

0 5m



二〇

0 5m

0 5m

正面

背面

大手一の門竣工図

丸亀市 1963『重要文化財丸亀城大手一の門大手二の門附東西土塀修理工事報告書』



二一

大手二の門及び東西土塀詳細図

丸亀市 1963『重要文化財丸亀城大手一の門大手二の門附東西土塀修理工事報告書』

大手一の門竣工図　横断面図

0 5m

0 5m



二二

大手一の門二階平面図及び大手二の門・東西土塀屋根伏図

丸亀市 1963『重要文化財丸亀城大手一の門大手二の門附東西土塀修理工事報告書』

大手一の門・二の門竣工図　平面図

0 5m

0 5m



二三

玄関先御門・番所・長屋　竣工姿図

丸亀市 1968『史跡丸亀城御殿表門　番所・長屋　土塀修理工事報告書』

0 5m

0 5m

0 5m

0 5m

北面

東面

南面

西面



二四

0 5m

0 5m

玄関先御門・番所・長屋竣工平面図

玄関先御門竣工詳細図

丸亀市 1968『史跡丸亀城御殿表門　番所・長屋　土塀修理工事報告書』



二五

５　

天
守
板
札
（
国
指
定
）　

丸
亀
市
立
資
料
館
蔵

丸亀城天守板札　万治 3年（1660）右赤外線写真

　
　
　
　
　
　
　

萬　
　
　

治　
　
　

第　
　
　

三　
　
　

天

梵
字　
　
　

奉
拝
祈
七
夜
待
昄
命
月
光
遍
照
貴
躰
御
堅
固
安
全
所

　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　

月　
　
　

吉　
　
　

祥　
　
　

日



二六

６　

御
籠
部
屋
幷
交
代
部
屋
建
替
板
札
及
び
棟
札　

丸
亀
市
立
資
料
館
蔵

御籠部屋幷交代部屋建替板札

裏　文政 13 年 (1830)

（翻刻）

御籠部屋幷交代部屋建替板札

表　文政 13 年 (1830)

（翻刻）

棟札　表　文政 13 年 (1830)

（翻刻）

棟札　裏　文政 13 年 (1830)

（翻刻）



二七

７　

歴
史
資
料
・
美
術
工
芸
品

名称 城主 年代 所蔵 指定 備考

① 讃州圓亀城之図 生駒
香川県立

ミュージアム

②
讃岐国丸亀城図

（正保城絵図）
山﨑 正保2年（1645） 国立公文書館 国指定

③
山﨑氏時代の城郭

絵図（大洲の図）
山﨑

明暦3（1657）・万

治元年（1658）

丸亀市立資料館

14-01
市指定

④ 丸亀城下之図 京極
元禄年間（1688～

1704）

丸亀市立資料館

14-45

⑤ 讃岐国丸亀城絵図 京極
元文元年（1736）

五月十一日

丸亀市立資料館

14-12

元禄５年

(1692)の絵図

を転用

⑥
丸亀城郭及び城下

町古地図
京極 享和2年（1802）

丸亀市立資料館

14-28
市指定

⑦
嘉永七年丸亀城屋

敷割図
京極 嘉永7年(1854)

丸亀市立資料館

14-32

⑧ 讃州丸亀蓬莱城図 京極

明治15年（1882）

の絵図を大正3年

（1914）に写す

丸亀市立資料館

14-36

丸亀城郭絵図



二八

生
駒
氏
時
代

①讃州圓亀城之図　香川県立ミュージアム蔵

(全体 )

( 部分 )



二九

山
﨑
氏
時
代

②正保城絵図　讃岐国丸亀城図　正保 2年 (1645)　国立公文書館蔵

(全体 )

( 部分 )



三〇

③山﨑氏時代の城郭絵図　明暦 3年（1657）、万治元年（1658）丸亀市立資料館　14-01

( 全体 )

( 部分 )



三一

京
極
氏
時
代

④丸亀城下之図　元禄年間（1688 ～ 1704）丸亀市立資料館蔵　14-45

( 全体 )

( 部分 )



三二

⑤讃岐国丸亀城絵図　元文元年（1736）元年五月十一日　丸亀市立資料館蔵

(全体 )

( 部分 )



三三

⑥丸亀城郭及び城下町古地図　享和 2年（1802）丸亀市立資料館蔵　14-28

( 全体 )

( 部分 )



三四

⑧讃州丸亀蓬莱城図　丸亀市立資料館蔵　14-36

⑦嘉永七年丸亀城屋敷割図　嘉永 7年 (1854)　丸亀市立資料館蔵　14-32

( 部分 )

( 全体 )



三五

丸
亀
城
木
図
（
市
指
定
）
丸
亀
市
立
資
料
館
蔵

檜
材
で
造
ら
れ
た
丸
亀
城
の
木
型
模
型
。
江
戸
時
代
に

は
城
の
再
建
や
改
修
に
際
し
、
木
図
や
紙
図
を
幕
府
に
提
出

す
る
こ
と
が
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
丸
亀
藩
士
瀬
山
登
の

手
記
「
丸
亀
城
御
城
坪
割
」
に
「
寛
文
十
戌
年
、
太
鼓
櫓
新

規
出
來
之
義
御
願
ニ
付
、
同
所
木
図
上
ル
」
と
あ
る
。
こ
の

記
述
か
ら
木
図
は
、
寛
文
10
年(

１
６
７
０)

に
丸
亀
藩
京

極
氏
が
、
城
の
大
手
を
南
側
か
ら
北
側
に
移
し
、
大
手
一
の

門
・
二
の
門
を
建
造
す
る
に
あ
た
り
、
許
可
を
得
る
た
め
幕

府
に
提
出
し
た
木
型
模
型
の
写
し
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

平
地
部
に
示
さ
れ
た
基
準
格
子
を
見
る
と
、
１
間
１
分

（
１/

650
）
の
縮
尺
と
な
っ
て
い
る
。
城
山
の
曲
線
や
天
守

を
は
じ
め
12
の
櫓
や
門
な
ど
の
建
造
物
が
精
巧
に
造
ら
れ

て
お
り
、
当
時
の
高
度
な
木
工
技
術
が
伺
え
る
。

木
図
は
寛
文
期
に
お
け
る
丸
亀
城
の
全
体
像
を
示
す
模

型
と
し
て
、
全
国
的
に
も
作
例
の
少
な
い
一
級
資
料
で
あ

る
。

参
考
文
献
：
丸
亀
市
教
育
委
員
会
２
０
１
５
『
丸
亀
の
文
化
財

（
第
８
編
）』、丸
亀
市
教
育
委
員
会
２
０
１
５
『
丸

亀
市
指
定
文
化
財
丸
亀
城
木
図
調
査
報
告
書
』

丸亀城木図（市指定）丸亀市立資料館蔵　北面

丸亀城木図（市指定）丸亀市立資料館蔵　北面



三六

丸亀城木図（市指定）丸亀市立資料館蔵　西面

丸亀城木図（市指定）丸亀市立資料館蔵　南面

丸亀城木図（市指定）丸亀市立資料館蔵　東面



三七

藩
主
肖
像
画
（
市
指
定
）　

丸
亀
市
立
資
料
館
蔵

京
極
家
藩
主
肖
像
画
は
、
京
極
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
南
条
町
の
玄
要
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
平
成

14
年(

２
０
０
２)

に
丸
亀
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在

は
丸
亀
市
立
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

丸
亀
藩
京
極
家
初
代
藩
主
高
和
か
ら
５
代
藩
主

高
中
ま
で
の
歴
代
藩
主
の
ほ
か
、
丸
亀
に
移
封
さ
れ

る
以
前
の
当
主
高
次
・
忠
高
と
、
六
代
藩
主
高
朗
の

長
男
で
早
世
し
た
高
美
を
加
え
た
８
幅
か
ら
な
る
。

滋
賀
県
米
原
市
山
東
町
に
あ
る
京
極
家
の
墓
所
徳

源
院
に
も
、
こ
れ
ら
と
類
似
し
た
画
像
の
京
極
家
歴

代
当
主
の
肖
像
画
が
伝
来
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
像
主
の
没
後
に
描
か
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
、
束
帯
姿
で
、
手
に
笏
を
持
ち
腰
に
太
刀
を
佩

き
、
上
げ
畳
に
座
る
姿
を
、
表
情
や
着
衣
、
太
刀
の

文
様
に
い
た
る
ま
で
細
か
な
筆
づ
か
い
で
表
現
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
画
絹
の
状
態
や
筆
致
が
異
な

り
、
法
量
や
表
装
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
期

に
一
括
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

参
考
文
献
：
丸
亀
市
教
育
委
員
会
２
０
１
５
『
丸
亀
の

文
化
財
（
第
８
編
）』

丸亀藩京極家三代藩主

京極高或像

丸亀藩京極家二代藩主

京極高豊像

丸亀藩京極家初代藩主

京極高和像　

丸亀藩京極家五代藩主

京極高中像

丸亀藩京極家四代藩主

京極高矩像



三八

丸
亀
城
時
太
鼓　

丸
亀
市
立
資
料
館
蔵

時
太
鼓
と
呼
ば
れ
る
こ
の
太
鼓
は
藩
政
時
代
か
ら
大
手
一
の
門
二
階
の

（
通
称　

太
鼓
門
）
に
て
、
刻
を
知
ら
せ
た
貴
重
な
太
鼓
で
あ
る
。

太
鼓
は
ケ
ヤ
キ
材
で
作
ら
れ
た
径
２
尺
４
寸
程
度
（
約
72
〜
74
㎝
）、
長

さ
82
㎝
の
長
胴
太
鼓
で
あ
る
。
太
鼓
の
内
外
に
修
理
年
代
な
ど
を
記
し
た
墨

書
が
あ
る
。
そ
の
調
査
記
録
に
は
「
寛
延
四
年
□
月
吉
日
、
大
坂
渡
辺
村

中
之
町
、
細
工
人
太
鼓
屋
又
三
衛
門
」
と
あ
り
、
寛
延
４
年
（
１
７
５
１
）

に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
江
戸
時
代
に
６
回
、
明
治
時
代
か
ら
大
正

時
代
ま
で
４
回
の
革
の
張
替
え
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
の
丸
亀
藩
の
知
行
禄
に
は
太
鼓
打
吉

治
の
名
が
見
ら
れ
る
。

明
治
時
代
以
降
は
、
丸
亀
県
庁
舎
や
浜
町
の
亀
湾
小
学
校
、
明
治
18
年

(

１
８
８
５)

か
ら
通
町
の
戸
長
役
場
に
移
り
、
時
太
鼓
と
し
て
使
用
さ
れ

た
。
そ
の
後
、市
役
所
へ
と
引
き
継
が
れ
、現
在
は
丸
亀
市
立
館
所
蔵
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
か
ら
、
大
手

門
で
は
、
雨
天
時
を
除
く
ほ
ぼ
毎
日
、
代
り
の
太
鼓
を
置
き
、
12
時
に
９
回

太
鼓
を
叩
き
刻
を
知
ら
せ
て
い
る
。

参
考
文
献
：
丸
亀
市
１
９
５
９
「
生
活
の
周
辺
」『
新
修
丸
亀
市
史
』

丸亀城時太鼓　丸亀市立資料館蔵



三九

山
北
神
社
奉
納
・
京
極
侯
参
勤
交
代
御
船
揃
絵
馬
（
県
指
定
）　

山
北
八
幡
神
社
蔵

丸
亀
藩
の
参
勤
交
代
の
船
揃
え
を
、
海
上
か
ら
陸
に
向
か
っ
て
描
い
た
船
絵
馬
で

あ
る
。
大
坂
の
浮
世
絵
師
歌
川
芳
梅
の
筆
に
よ
る
も
の
で
、
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）

に
丸
亀
城
下
南
条
町
の
大
年
寄
の
家
系
に
あ
た
る
和
気
忠
澄
が
、
山
北
八
幡
神
社
に
奉

納
し
た
。

青
の
幕
を
張
っ
た
藩
主
の
御
召
船
泰
平
丸
と
乗
換
船
万
年
丸
の
２
隻
を
中
心
に
、

家
臣
が
乗
船
し
た
日
吉
丸
、
出
来
丸
、
住
吉
丸
、
凌
波
丸
な
ど
が
船
団
を
組
ん
で
丸
亀

港
に
到
着
し
、
こ
れ
ら
の
一
行
を
麒
麟
丸
、
雁
行
丸
、
飛
鳥
丸
な
ど
が
出
迎
え
て
い
る

情
景
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
船
が
、
京
極
家
の
家
紋
で
あ
る
四
つ
目
結
紋
入

り
の
幕
を
張
り
、
立
鼓
の
船
印
を
立
て
て
い
る
。

船
団
の
後
ろ
に
は
福
島
と
新
堀
の
２
つ
の
港
が
見
え
、
そ
の
奥
に
城
下
が
広
が
り
、

遠
景
に
は
丸
亀
城
の
あ
る
亀
山
が
描
か
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
船
揃
え
の
図
は
少
な
く
、
本
絵
馬
は
大
名
の
参
勤
交
代
の
様
相
を
示
す

と
と
も
に
、
幕
末
の
城
下
や
港
の
景
観
を
表
し
た
貴
重
な
歴
史
資
料
と
い
え
る
。

参
考
文
献
：
丸
亀
市
教
育
委
員
会
２
０
１
５
『
丸
亀
の
文
化
財
（
第
８
編
）』

山北神社奉納・京極侯参勤交代御船揃絵馬（県指定）　山北八幡神社蔵



四〇

城
下
町
絵
馬　

畑
尾
茶
庵
筆　

田
潮
八
幡
宮
所
蔵

当
絵
馬
は
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
８
月
１
日
、
本
町
筋
と
通
町
が
接
す
る
あ

た
り
で
大
火
が
あ
り
、
こ
の
時
の
火
災
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
大
火
で
危
う
く
難
を
免
れ
た
通
町
の
松
代
大
造
、
大
木
石
松
両
人
が
、
自
宅

が
無
事
で
あ
っ
た
の
は
神
の
ご
加
護
に
よ
る
も
の
だ
と
、
畑
尾
茶
庵
に
依
頼
し
描
き
、

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
９
月
に
田
潮
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
。
当
時
の
町
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献
：
直
井
武
久
１
９
８
２
『
丸
亀
の
歴
史
散
歩
』

城下町絵馬　畑尾茶庵筆　田潮八幡宮所蔵



四一

ニ
ッ
カ
リ
青
江
脇
指
（
国
認
定
）　

丸
亀
市
立
資
料
館
蔵

京
極
家
伝
来
の
脇
指
で
、
南
北
朝
時
代
の
備
中
青

江
の
刀
工
貞
次
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
鎬
造
、
三

ツ
棟
、
大
切
先
で
身
幅
が
広
く
、
も
と
は
太
刀
で
あ
っ

た
も
の
を
後
世
に
磨
上
げ
、
茎
に
は
「
羽
柴
五
郎
左
衛

門
尉
長
」
の
金
象
嵌
銘
を
刻
む
。

慶
長
19
年
（
１
６
１
４
）、
大
坂
冬
の
陣
で
、
初
代

丸
亀
藩
主
京
極
高
和
の
伯
父
に
あ
た
る
京
極
忠
高
が
、

豊
臣
秀
頼
よ
り
拝
領
し
た
。
豊
臣
秀
吉
の
腰
物
帳
に
も

名
を
連
ね
た
名
刀
で
、
佐
々
木
氏
家
臣
駒
（
狛
）
氏
、

柴
田
勝
家
・
勝
敏
、
丹
羽
長
秀
・
長
重
、
豊
臣
秀
吉
・

秀
頼
、
京
極
忠
高
に
伝
来
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
し
て

京
極
家
に
所
有
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
後
流
出
し
、
平
成

９
年
（
１
９
９
７
）
に
丸
亀
市
が
購
入
し
、
丸
亀
市
立

資
料
館
の
所
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
。　

ニ
ッ
カ
リ
と
い

う
異
名
の
由
来
は
、「
夜
中
に
に
っ
か
り
笑
う
女
の
幽

霊
を
切
り
捨
て
、
翌
日
に
あ
た
り
を
探
す
と
切
り
落
と

さ
れ
た
石
塔
が
残
っ
て
い
た
。」
と
い
う
逸
話
に
よ
る
。

石
塔
を
切
っ
た
人
物
は
、
近
江
国
八
幡
住
の
中
島
修
理

太
夫
・
九
里
太
夫
兄
弟
、
浅
野
長
政
の
家
臣
、
六
角
義

賢
に
仕
え
た
狛
丹
後
守
と
す
る
諸
説
が
あ
る
。

拵
は
金
梨
子
地
桐
四
つ
目
結
紋
散
鞘
糸

巻
太
刀
拵
で
あ
り
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中

期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
鞘
は
金
梨
子
地

に
四
つ
目
結
紋
と
五
三
桐
紋
を
交
互
に
散

ら
し
、
鍔
は
、
赤
銅
魚
子
地
の
葵
木
瓜
形
、

柄
は
伽
羅
色
地
金
欄
包
の
金
茶
糸
菱
平
巻

と
い
う
華
麗
な
も
の
で
、
公
益
財
団
法
人
日

本
美
術
刀
剣
保
存
会
に
よ
り
重
要
刀
装
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献
：
丸
亀
市
教
育
委
員
会
２
０
１
５『
丸

亀
の
文
化
財
（
第
８
編
）』

ニッカリ青江脇指（国認定）　丸亀市立資料館蔵

ニッカリ青江脇指（国認定）　丸亀市立資料館蔵



四二

８　

古
写
真

亀山城全景（絵葉書）　明治末期頃　北西から　丸亀市立資料館蔵

丸亀城遠景（絵葉書）　大正 8年 (1919)　西から　丸亀市立資料館蔵




